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(1) 79 の中小規模の歴史文化名城について、都市面積・人口増加の特性に基づいて分類した 3 つの類型を勘案し、回
答のあった 49 の市政府都市管理部門からの意見聴取結果を用いて、名城保存の実態および保存政策に対する自己
評価について分析し、中小規模歴史文化名城の保存政策上の課題を明らかにしている。
(2) 67 の城郭型の中小規模歴史文化名城について、築城史の特徴と変容過程を明らかにした上で、国政府による歴史
文化名城の保存方針と地方政府による保存計画の相違点を分析し、今後の名城の主要な保存対象とその保存の方向
性および課題を明らかにしている。
(3) 代表的な城郭型の中小規模歴史文化名城で、ある大理古城を対象に、歴史的市街地の変容実態を把握した上で、 2
期に分かれる歴史的空間整備の結果を分析し、大理古城における 20 年余経過した名城保存計画制度の効果を評価
している。
(4) 大理古城において存続している伝統的民家を事例に、その敷地の変容過程および所有権の変容過程を明らかにす
るとともに、民家の住まい方と利用実態の分析を通じて、民家の増改築の特徴を明らかにしている。
(5) 大理古城の伝統的民家の居住者に対する意識調査結果の分析を通じて、民家の将来の利用意向、保存意向を明ら
かにし、その考察を踏まえて、民家の居住者を核とした住民参加の保存体制をっくり上げることの可能性を示唆し
ている。
以上のように、本論文は、中国における歴史文化名城の保存施策の現状と問題点を検討した上で、詳細な実態調査
および住民意向調査を踏まえて、歴史的環境保存施策を展開していくための住民参加方策のあり方について提言を行
っており、環境工学の発展に寄与するところ大である。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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